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知
的
財
産
本
部
の
設
置 
知
的
財
産
本
部
の
設
置 

学
長
談
話 

　
本
学
は
、
平
成
１５
年
１０
月
に
「
奈
良
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
学
知
的
財
産
本
部
」
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。 

　
文
部
科
学
省
の
「
大
学
知
的
財
産
本
部
整
備
事
業
」

に
応
募
し
、
日
本
全
国
８３
件
の
応
募
か
ら
３４
件
が
選

ば
れ
、
そ
の
中
の
１
つ
と
し
て
本
学
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
競
争
率
の
高
さ
を
乗
り
越
え
て
ご

採
択
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
責
任
の
重

さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。  

　
こ
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
研
究
教
育
対
象
で
あ
る
、
国
の
第
2
期
科
学

技
術
基
本
計
画
に
重
点
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
情
報
・
バ
イ
オ
・
物
質
の

3
分
野
で
の
最
先
端
の
研
究
の
推
進
、
そ
の
成
果
に
基
づ
く
高
度
な
教
育
に
よ
る

人
材
養
成
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
社
会
の
発
展
へ
の
寄
与
等
、
本
学
創
立
以
来
の

研
究
教
育
活
動
、
将
来
性
や
知
的
財
産
に
つ
い
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
一
定
の
評

価
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。  

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
１５
年
１０
月 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
　
居
　
宏
　
次 

鳥居　宏次　学長 

 
●本部長　山本　平一　副学長 
 
●教員アドバイザー 
　木戸出正繼　情報科学研究科教授 
　新名　惇彦　バイオサイエンス研究科長 
　垣内喜代三　物質創成科学研究科教授 
　塩満　典子　先端科学技術研究調査センター教授 
 
●マネージャー 
　久保　浩三　先端科学技術研究調査センター助教授 
 
●知的財産コーディネータ 
　木下　雅晴（特任教授） 
　下村　文博（特任教授） 
　戸所　義博（特任教授） 
　吉田　　哲（特任助教授） 
　小倉　啓七（特任助教授） 
　平松　　基 
 
●補助員　森　佳苗 
 
●専門アドバイザー 
　大平　和幸（特任教授） 
　藤川　義人 
　尾近　正幸 
　溝上　哲也 
　苗村　博子 
　青山　　葆 
　小谷　悦治 
　山本　秀策 
　細川　正直 
　鈴木　邦明 
　福留　五郎 
　上田　　正 
　中堀　一郎 
　柴谷　武爾 
　牛山　敬一 
　都　　福仁 
　副島　啓義 
　浅川　　繁 
　川本　博久 

■　スタッフ ■　組　織 

奈良先端科学技術大学院大学知的財産本部の組織 

知的財産本部長（副学長） 

マネージャー 
（本学の教員） 

知的財産コーディネータ 

知的財産管理／技術移転／ 
知的財産評価 

○知的財産本部 
　の業務を掌理 

特任教員 

知的財産の評価支援を行う 
専門家（外部） 

教員アドバイザー 
（本学の教員） 

知的財産本部の運営 
にアドバイス 

知的財産専門アドバイザー 

弁護士／弁理士／システムエ 
ンジニア等 

○専門的見地から知的財産本部の 
　業務処理にアドバイス 

　
本
学
は
、
平
成
１５
年
７
月
に
大
学
等
に
お

け
る
知
的
財
産
の
創
出
・
取
得
・
管
理
・
活

用
を
戦
略
的
に
実
施
す
る
体
制
の
整
備
支
援

を
目
的
と
し
た
文
部
科
学
省
の
「
大
学
知
的

財
産
本
部
整
備
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
同
年
１０
月
に
「
奈
良
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
学
知
的
財
産
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。 
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組　織 

　・学長直轄組織→迅速な意思決定 

　・実際に中身を評価できる少数精鋭→迅速な判断 

構成員 

　・平成１５年4月から技術移転・産学連携経験者を

常勤教官として採用→マネージャー 

　・知的財産権の専門家である弁理士と企業研究

開発専門家との混成組織 

　・企業等の第一線の実務家を特任教員（教授／

助教授）に任命  

内　容 

　・全知的財産の顕在化 

　・市場評価を重視 

　・技術移転を重視 

産学連携についての将来像 

　・権利取得費用についてライセンス収入により

バランスを取る→不良在庫を持たない。 

　・積極的な人材育成により、業務の充実を図る。 

　・TLOやインキュベータを含めたニュー・ビジ

ネス・イノベーション・センターを設立する（平

成１６年度以降）。 

本
部
長
談
話 

 

　
本
学
は
、
研
究
教
育
活
動
の
研
究
成
果
を
社
会
全
体
に
還
元
す

る
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
産
学
官
連
携
の
一
層
の
推
進
・
拡
大

を
通
じ
て
、
大
学
と
産
業
界
等
と
が
刺
激
し
合
う
こ
と
に
よ
り
研

究
の
活
性
化
・
高
度
化
を
図
り
、
研
究
成
果
を
人
類
の
知
的
財
産

と
し
て
蓄
積
し
、
そ
の
活
用
を
通
じ
て
新
産
業
を
創
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
社
会
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

　
「
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
知
的
財
産
本
部
」
の
活
動

を
通
じ
て
、
知
的
財
産
の
創
造
・
管
理
・
活
用
の
一
元
化
。
法
人

化
後
の
知
的
財
産
の
大
学
帰
属
等
に

対
応
す
る
体
制
整
備
を
図
り
、
特
許
性
・

市
場
性
の
迅
速
化
等
に
よ
る
効
果
的

な
知
的
財
産
の
活
用
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
全
学
的
な
知
的
財
産
戦
略
を

推
進
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
　
平
成
１５
年
１０
月 

　
　
　
　
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
知
的
財
産
本
部
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
平
　
一 

知
的
財
産
本
部
開
設
記
念
式
典
を
挙
行
！ 

▲　鳥居　学長 

▲　田中　敏 
　　文部科学省研究振興局 
　　研究環境・産業連携課長 

お
詫
び 

　
せ
ん
た
ん
の
前
回
号
「
せ
ん
た
んV

o
l.1
2
 n
o
.1

」
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
「
特
集
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
記
事
中
、
「
光
電
融
合
バ

イ
オ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
の

研
究
代
表
者
名
を
「
小
夫
家
芳
明
教
授
」
と
記
載
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
「
太
田
淳
助
教
授
」
で
す
。
ま
た
、
「
自
己
組

織
化
型
二
光
子
吸
収
材
料
の
医
療
へ
の
応
用
」
の
研
究
代
表
者

名
を
「
太
田
淳
助
教
授
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
小
夫
家
芳
明
教
授
」
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
読
者
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
の
皆
様
に
は
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

■　特　徴 

第1番目のポイント（Communication＆Electronics） 
・208名の教官との密接なミーティングによる意識改革，全ての知的財産 
　の顕在化  
・簡便な発明届出－電子メール，電子認証 

第2番目のポイント（Marketing） 
・市場を熟知する専門家との密接なネットワークによる厳格な評価体制 
・専門家選択方法，開示方法，守秘契約，費用，迅速なレスポンス方策 
　構築による市場評価システム構築 

第3番目のポイント（Creation） 
・優秀なコーディネータ活用による創造性・展開性のある技術移転 
・質の高いコーディネータの確保，育成システム構築 

その他のポイント 
・知的財産ポリシー 
・職務発明規定 
・マテリアル移転契約 
・利益相反規定 
　…etc.

利益相反問題はNAISTが日本で 
最も早く着目して報告書作成 

重要な点：運営しながら実態に合った変更を 
加えること 
（NAISTは，階層がほとんどなく， 
　　　　　　　　　迅速な意思決定が可能） 

　
平
成
１５
年
１１
月
１４
日（
金
）、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
知
的
財
産

本
部
開
設
記
念
式
典
」
を
挙
行
。 

　
当
日
は
、
鳥
居
　

学
長
の
式
辞
の
後
、
田
中 

敏
　

文
部
科
学
省
研
究
振
興
局

研
究
環
境
・
産
業
連
携
課
長
、
小
島 

義
己
　

奈
良

県
商
工
労
働
部
産
業
科
学
振
興
室
長
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
次
い
で
山
本 

平
一
　

本
部
長
（
本
学

副
学
長
）
よ
り
、
同
本
部
の
概
要
説
明
及
び
職
員

紹
介
が
行
わ
れ
た
。 

　
同
式
典
に
引
き
続
き
、
山
村 

研
一
　

熊
本
大
学

副
学
長
を
講
師
に
招
き
、「
バ
イ
オ
技
術
に
よ
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
開

催
さ
れ
た
。 

山本　平一　本部長 



TopicsTopicsTopics
ー記者発表ー 

枯
草
菌
（
納
豆
菌
の
仲
間
）
に
、
植
物
光
合
成
の
CO2
固
定
酵
素
 
 

〈
ル
ビ
ス
コ
〉
の
生
き
た
化
石
遺
伝
子
を
発
見
！
 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
　
分
化
・
形
態
形
成
学
講
座
　
教
授
　
横
田
　
明
穂 

y
o
k
o
ta
@
b
s
.a
is
t-n
a
ra
.a
c
.jp

　
横
田
　

明
穂
　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ（
分

化
・
形
態
形
成
学
講
座
）の
「
枯
草
菌
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
と
光
合

成
ル
ビ
ス
コ
の
機
能
上
の
関
連
」
に
関
す
る
論
文
が
ア
メ
リ
カ
の
科
学
専
門

誌
「S

cien
ce

」
10
月
10
日
号
に
掲
載
さ
れ
、本
学
に
お
い
て
記
者
発
表
し

た
。
 

　
発
表
内
容
は
次
の
と
お
り
。
 

　
こ
の
10
年
間
の
ゲ
ノ
ム
研
究
は
こ
れ
ま
で
、計
り
知
れ
な
い
発
見
を
も
た

ら
し
て
い
る
。ヒ
ト
な
ど
の
高
等
生
物
は
3
〜
4
万
位
の
遺
伝
子
を
持
っ
て

い
る
が
、こ
れ
ら
の
遺
伝
子
は
細
菌
が
持
っ
て
い
る
2
〜
4
千
の
遺
伝
子
が

複
製
し
て
変
異
や
組
換
え
に
よ
っ
て
多
様
化
し
た
り
、機
能
分
化
し
て
生

じ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
機
能
を
示
す
た
ん
ぱ
く
質
の
、細

菌
か
ら
高
等
生
物
へ
の
進
化
の
過
程
は
容
易
に
予
測
で
き
る
。
し
か
し
、ご

く
一
部
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
だ
け
が
同
じ
で
、機
能
が
異
な
る
た
ん
ぱ
く
質
間

の
進
化
的
関
連
の
証
明
は
困
難
を
極
め
る
。い
ま
だ
に
、高
等
生
物
の
大

半
の
遺
伝
子
の
進
化
的
な
由
来
は
ま
っ
た
く
不
明
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
 

　
約
35
億
年
前
、ラ
ン
藻
な
ど
光
合
成
細
菌
が
、太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
を

使
っ
て
炭
酸
ガ
ス
か
ら
糖
化
合
物
を
合
成
す
る
光
合
成
を
始
め
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
光
合
成
に
お
い
て
最
も
重
要
な
酵
素
の
１
つ
で
、糖
化
合
物

に
炭
酸
ガ
ス
を
結
合
さ
せ
る（
炭
酸
ガ
ス
固
定
）酵
素
、ル
ビ
ス
コ
、は
ど
こ
か

ら
、ど
の
よ
う
に
進
化
し
、さ
ら
に
は
植
物
の
光
合
成
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

　
光
合
成
生
物
が
地
球
上
で
光
合
成
を
始
め
る
数
億
年
前
に
、地
球
の

化
学
進
化
の
過
程
で
生
成
さ
れ
た
有
機
物
を
食
べ
て
生
き
る
細
菌
が
出

現
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
細
菌
は
、現
在
も
深
海
底
の
熱

鉱
床
に
生
存
し
て
い
る
古
細
菌
な
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
細
菌
類
の
一
部
の

も
の
の
ゲ
ノ
ム
D
N
A
中
に
、現
在
の
植
物
が
光
合
成
に
お
い
て
炭
酸
ガ
ス

を
固
定
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
る
ル
ビ
ス
コ
に
、ほ
ん
の
少
し
だ
け
似
た

遺
伝
子
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
っ
て
き
た
。
似
て
い
る
部
分
は
、400
〜
475
ア

ミ
ノ
酸
か
ら
で
き
て
い
る
酵
素
た
ん
ぱ
く
質
あ
た
り
、現
在
の
光
合
成
ル
ビ

ス
コ
の
炭
酸
ガ
ス
固
定
反
応
に
不
可
欠
な
19
ア
ミ
ノ
酸
の
内
の
11
〜
15
ア
ミ

ノ
酸
だ
け
で
、他
の
ア
ミ
ノ
酸
の
並
び
方
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
も
の
で
あ

る
。
 

　
5
年
前
に
博
士
後
期
課
程
に
入
学
し
て
き
た
蘆
田
　

弘
樹
は
、す
で
に

解
読
さ
れ
て
い
た
枯
草
菌
の
ゲ
ノ
ム
D
N
A
中
に
も
ル
ビ
ス
コ
に
似
た
遺
伝

子
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
枯
草
菌
の
多
く
の
遺
伝
子
は
、機
能
が
関

連
す
る
遺
伝
子
同
士
が
1
セ
ッ
ト（
オ
ペ
ロ
ン
と
い
う
）に
な
っ
て
ゲ
ノ
ム
上

に
存
在
す
る
た
め
、機
能
未
知
の
遺
伝
子
の
機
能
を
探
る
に
は
最
適
な
細

菌
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、枯
草
菌
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
の
代

謝
機
能
と
光
合
成
ル
ビ
ス
コ
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
研
究
を
始

め
た
。ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
遺
伝
子
と
同
一
オ
ペ
ロ
ン
に
存
在
す
る
他
の

未
知
遺
伝
子
や
、こ
の
オ
ペ
ロ
ン
の
近
傍
の
オ
ペ
ロ
ン
内
の
未
知
遺
伝
子
か

ら
、大
腸
菌
を
使
っ
て
た
ん
ぱ
く
質
に
変
換
し
、そ
れ
ら
の
機
能
を
、1
つ
ず

つ
決
め
て
い
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、枯
草
菌
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質

に
は
炭
酸
ガ
ス
を
糖
化
合
物
に
結
合
さ
せ
る
能
力
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

　
意
外
な
こ
と
に
、こ
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
は
、メ
チ
オ
ニ
ン
と
い
う
ア

ミ
ノ
酸
の
中
に
あ
る
有
機
性
の
イ
オ
ウ
原
子
を
再
利
用
す
る
代
謝
経
路

で
、酵
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。こ
の
ル
ビ
ス
コ
様
た

ん
ぱ
く
質
の
遺
伝
子
構
造
か
ら
類
推
さ
れ
る
酵
素
た
ん
ぱ
く
質
の
構
造

を
予
測
し
た
時
に
は
、大
変
驚
い
た
。
枯
草
菌
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質

は
光
合
成
ル
ビ
ス
コ
の
反
応
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
11
個
だ
け
を
保
存
し
て
い
る

が
、こ
れ
ら
11
個
の
ア
ミ
ノ
酸
は
全
て
こ
の
た
ん
ぱ
く
質
の
上
半
分
に
光
合

成
ル
ビ
ス
コ
で
の
存
在
場
所
と
全
く
同
じ
場
所
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。こ
の
こ
と
は
、枯
草
菌
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
の
機
能
が
光
合
成
ル

ビ
ス
コ
の
機
能
の
一
部
に
似
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。そ
こ
で
、ル
ビ

ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
の
反
応
基
質
と
反
応
生
成
物
の
核
磁
気
共
鳴
ス
ペ
ク

ト
ル
解
析
な
ど
に
よ
っ
て
解
析
し
た
。
そ
の
結
果
、こ
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ

く
質
は
メ
チ
オ
ニ
ン
再
生
経
路
で
、光
合
成
ル
ビ
ス
コ
が
炭
酸
ガ
ス
を
固
定

す
る
の
に
利
用
し
て
い
る
糖
化
合
物
と
化
学
構
造
が
よ
く
似
た
化
合
物
の

エ
ノ
ラ
ー
ゼ
反
応
を
触
媒
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
私
た
ち
を
ま
ず
驚

か
せ
た
の
は
、こ
の
エ
ノ
ラ
ー
ゼ
反
応
の
様
式
が
、光
合
成
ル
ビ
ス
コ
が
炭
酸

ガ
ス
を
結
合
す
る
た
め
に
使
う
糖
化
合
物
を
あ
ら
か
じ
め
炭
酸
ガ
ス
受
容

形
に
構
造
変
化
さ
せ
る
エ
ノ
ラ
ー
ゼ
反
応
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
 

　
「
も
し
か
し
た
ら
、光
合
成
ル
ビ
ス
コ
に
は
枯
草
菌
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く

質
の
機
能
が
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
？
」
こ
れ
が
次
の
私
た
ち
の
興
味

だ
っ
た
。そ
こ
で
ま
ず
、枯
草
菌
の
ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
の
遺
伝
子
を
壊

し
、こ
の
遺
伝
子
無
く
し
て
枯
草
菌
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を
確
か
め

た
。こ
の
遺
伝
子
破
壊
し
た
枯
草
菌
に
光
合
成
細
菌
の
ル
ビ
ス
コ
遺
伝
子

を
導
入
す
る
と
、―
―
―
な
ん
と
生
育
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
枯
草
菌
や

古
細
菌
と
光
合
成
生
物
の
進
化
上
の
位
置
付
け
や
、ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ

く
質
と
光
合
成
ル
ビ
ス
コ
と
の
機
能
の
重
複
か
ら
予
測
し
て
、「
枯
草
菌
の

ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質
遺
伝
子
は
光
合
成
ル
ビ
ス
コ
の
生
き
た
化
石
遺
伝

子
」
か
も
し
れ
な
い
。
 

　
こ
れ
ら
の
実
験
結
果
は
、さ
ら
な
る
興
味
を
抱
か
せ
る
。
現
存
す
る
全
て

の
光
合
成
ル
ビ
ス
コ
は
、糖
化
合
物
に
炭
酸
ガ
ス
を
結
合
す
る
が
、同
じ
糖

化
合
物
に
酸
素
も
結
合
す
る
。こ
の
酸
素
の
結
合
は
、炭
酸
ガ
ス
の
結
合

を
阻
害
す
る
こ
と
に
加
え
、植
物
の
生
産
性
を
強
く
抑
制
す
る
反
応
で
あ

る
。
植
物
ル
ビ
ス
コ
か
ら
こ
の
酸
素
結
合
反
応
を
取
り
除
く
こ
と
は
、「
夢

の
植
物
の
創
成
技
術
」
あ
る
い
は
「
21
世
紀
の
環
境
と
食
糧
の
救
世
主
」
と

期
待
さ
れ
、い
ま
世
界
の
研
究
者
の
間
で
競
争
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、光

合
成
ル
ビ
ス
コ
が
酸
素
を

結
合
す
る
原
因
は
全
く

分
か
ら
な
い
。「
枯
草
菌
の

ル
ビ
ス
コ
様
た
ん
ぱ
く
質

が
光
合
成
ル
ビ
ス
コ
に
進

化
し
て
い
く
過
程
の
ど
の

段
階
で
、
炭
酸
ガ
ス
と
酸

素
の
結
合
反
応
が
始
ま
っ

た
の
か
」
。
私
た
ち
は
今
後
、

こ
の
疑
問
を
解
く
こ
と
に

よ
っ
て
、光
合
成
ル
ビ
ス
コ

の
酸
素
結
合
の
原
因
を
探

ろ
う
と
し
て
い
る
。
 

光合成ルビスコの遺伝子が枯草菌の生育をサポート 

光合成ルビスコと枯草菌ルビスコ様たんぱく質は 
共通のルーツから派生。 
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A
I
S
T
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
 

国
立
大
学
法
人
化
に
関
す
る
 

説
明
会
を
実
施
 

▲挨拶をする山本　副学長（第4回） 

　
（社）
関
西
経
済
連
合
会
及
び
（財）
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
支
援
財
団
と
の
共

催
に
よ
り
、第
4
〜
6
回
N
A
I
S
T
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
7
月
4
日（
金
）、9
月

19
日（
金
）、12
月
3
日（
水
）に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、本
学
の
先
端
的

な
研
究
成
果
や
独
創
的
な
研
究
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、関
西
に
お
け
る
研
究
実
務
者
レ

ベ
ル
の
交
流
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。
 

　
第
4
回
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
画
像
処
理
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
最
前
線
」
を
テ
ー

マ
と
し
、同
連
合
会
会
議
室（
大
阪
市
北
区
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
、産
業
界
等
か
ら
約
70

名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
 

　
当
日
は
、辻
井
　

昭
雄
　

同
連
合
会
学
研
都
市
部
会
長
、山
本
　

平
一
　

副
学
長
の
挨
拶
の

後
、松
本
　

吉
央
、眞
鍋
　

佳
嗣
、岡
田
　

実
の
情
報
科
学
研
究
科
各
助
教
授
に
よ
る
講
演
及

び
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
 

　
本
学
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
技
術
相
談
会
も
同
時
に
行
わ
れ
、事
前
に

申
込
み
の
あ
っ
た
企
業
が
本
学
と
具
体
的
な
技
術
相
談
を
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。
 

　
第
5
回
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
N
A
I
S
T
発
バ
イ
オ
産
業
化
シ
ー
ズ
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

本
学
先
端
科
学
技
術
研
究
調
査
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、約
40
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
 

　
当
日
は
、安
田
　

國
雄
　

副
学
長
の
挨
拶
の
後
、森
　

浩
禎
、山
中
　

伸
弥
、佐
野
　

浩
の
遺

伝
子
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
各
教
授
に
よ
る
講
演
及
び
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
ま
た
、前
回
に

引
続
き
、本
学
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
技
術
相
談
会
も
同
時
に
行
わ
れ
た
。
 

　
第
6
回
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め

の
光
科
学
と
光
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
、同
連
合
会
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、約
50
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
 
 

　
当
日
は
、安
田
　

副
学
長
の
挨
拶
の
後
、浦
岡
　

行
治
、太

田
　

淳
、今
元
　

泰
の
物
質
創
成
科
学
研
究
科
各
助
教
授
に

よ
る
講
演
及
び
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
 

　
ま
た
、各
回
と
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
交
流
会
が
開

か
れ
、参
加
者
と
本
学
教
官
と
の
直
接
対
話
に
よ
る
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
 

　
本
学
は
、第
1
、2
回
の
国
立
大
学
法
人
化
に
関
す
る
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
28
日

（
月
）、10
月
10
日（
金
）に
、本
学
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
し
た
。
 

　
第
１
回
の
同
説
明
会
は
、法
人
化
に
関
す
る
主
な
事
項
の
説
明
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、

教
員
141
名
、事
務
職
員
等
98
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
 
 

　
当
日
は
、鳥
居
　

宏
次
　

学
長
か
ら
国
立
大
学
法
人
制
度
に
つ
い
て
概
要
説
明
が
行
わ
れ

た
後
、北
田
　

憲
治
　

事
務
局
長
か
ら
法
人
化
後
の
教
職
員
の
身
分
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。
引
続
き
、山
本
　

平
一　
副
学
長
か
ら
法
人
化
後
の
管
理
運
営
組
織
等
に
つ
い
て
、最

後
に
安
田
　

國
雄
　

副
学
長
か
ら
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
本
学
に
お
け

る
検
討
状
況
を
含
め
た
説
明
が
行
わ
れ
た
。
 

　
第
2
回
の
同
説
明
会
は
、労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
大
阪
支
部
か
ら
講
師
を
招

き
、「
労
働
安
全
衛
生
法
と
法
人
化
後
の
安
全
管
理
体
制
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
、教

員
89
名
、事
務
職
員
等
91
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
 
 

　
当
日
は
、鳥
居
　

学
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、福
井
　

直
大
　

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か

ら
、法
人
化
以
降
新
た
に
適
用
さ
れ
る
同
法
の
概
略
に
つ
い
て
、引
続
き
太
白
　

公
明
　

同
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、同
法
の
具
体
的
な
適
用
事
例
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
 

　
最
後
に
、本
学
の
安
全
衛
生
管
理
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
委
員
長
で
あ
る
上
田
　

尚
彦
　

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
、「
法
人
化
後
の
本
学
の
安
全
管
理
体
制
に

つ
い
て
」
と
題
し
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
検
討

状
況
、法
人
化
後
の
安
全
管
理
体
制
案
等
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
た
。
 

　
い
ず
れ
の
説
明
会
も
、活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、

教
職
員
の
安
全
管
理
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

窺
え
た
。
 

▲概要説明を行う鳥居　学長 
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10
月
18
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
毎
土
曜
日（
11
月
1
日
を
除
く
）の
4
日
間
、本
学
ミ
レ
ニ

ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、公
開
講
座
2
0
0
3
「
生
活
の
中
の
光
科
学
と
光
技
術
」
を
開
講
し

た
。
 

　
同
講
座
は
、本
学
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う
た
め
、一
般
市
民
・
産
業
界
を

対
象
に
、地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
毎
年
開
講
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
4
回
目
と
な
る
今
回
は
、生
駒
市
民
な
ど
116
名
が
受
講
す
る
中
、「
光
で
探
る
ナ
ノ
物
質
の

世
界
」
、「
光
を
使
っ
て
原
子
や
電
子
を
見
て
み
よ
う
」
、「
シ
リ
コ
ン
で
創
る
極
微
な
ナ
ノ
ら
せ
ん

の
世
界
」
、「
形
を
整
え
た
高
分
子
と
光
の
相
互
作
用
」
、「
情
報
化
時
代
の
光
技
術
　
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
通
信
ま
で
」
、「
未
来
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
、「
生
き
物
が
光
を
感
じ
る

仕
組
み
」
、「
光
を
電
気
に
変
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、生
活
や
生
命
に
即
し
た
身
近
な
話
題
を
通

じ
て
、物
質
科
学
の
最
先
端
分
野
で
あ
る
オ
プ
ト
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
の
現
状
に
つ
い
て
、本
学
の
研

究
成
果
を
中
心
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。
 

　
受
講
生
は
、終
始
メ
モ
を
と
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
、身
近
な
話
題
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
窺
え
た
。
 

　
最
終
日
に
は
、所
定
の
回
数
を
受
講
し
た
受
講
生
に
対
し
て
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、同
講

座
は
今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
 

　
本
学
は
、8
月
30
日（
土
）、生
駒
市
と
の
共
催
に
よ
る
先
端
科
学
技
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ミ
ニ
た
け
ま
る
く
ん
を
作
ろ
う
！
」
を
、同
市
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

I
S
T
A
は
ば
た
き

に
お
い
て
開
催
し
た
。
 

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、平
成
14
年
度
か
ら
地
域
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、先
端
科
学
技
術
を

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
目
的
で
、本
学
の
若
手
研
究
者（
助
手
、大
学
院
生
、技
官
等
）が
講

師
と
な
り
、研
究
内
容
の
特
徴
を
生
か
し
た
講
座
を
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
今
回
の
同
講
座
は
、情
報
科
学
研
究
科
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
講
座
の
学
生
7
名
が
講
師
と
な
り
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
と
市
販
の
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
サ
ー
を
改
造
し
た
も
の
を
用
い
て
、同
市
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
た
け
ま
る
く
ん
」の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の

で
、同
市
の
小
学
校
5
、6
年
生
28
名
が
参
加
し
た
。
 

　
当
日
は
、主
に
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
サ
ー
の
作
成
を
行
い
、電
気
回
路
を
半
田
付
け
し
た
り
、カ
ッ

タ
ー
で
基
盤
を
切
っ
た
り
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
工
具
の
正
し
い
使
い
方
も
学
ん
だ
。
そ
の

後
、あ
ら
か
じ
め
塗
装
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
を
ベ
ー
ス
に
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
針
金
、本
物
の

竹
の
葉
を
用
い
て
ボ
デ
ィ
ー
を
作
り
、各
自
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
自
の「
ミ
ニ
た
け
ま
る
く
ん
」

を
作
成
。
配
線
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
苦
労
し
た
が
、参
加
者
全

員
が
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
最
後
に
テ
ス
ト
走
行
を
行
い
、悪
戦
苦
闘
し
て
作
り
上
げ
た
自
分
だ
け
の
「
ミ
ニ
た
け
ま
る

く
ん
」
が
、紙
に
描
い
た
線
の
上
を
な
ぞ
っ
て
う
ま
く
走
る
姿
に
大
歓
声
が
あ
が
り
、参
加
者
全

員
の
顔
に
達
成
感
か
ら
く
る
弾
け
ん
ば
か
り
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
 

（
※
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
サ
ー
　
白
い
地
面
に
書
か
れ
た
黒
い
線（
ラ
イ
ン
）を
光
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
跡

を
た
ど
る（
ト
レ
ー
ス
）ロ
ボ
ッ
ト
） 

▲同講座の様子 

▲熱心に作業する小学生 

※
 

：
 

：
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生
駒
市
総
合
防
災
訓
練
が
、8
月
31
日（
日
）、生
駒
南
第
二
小
学
校（
同
市
小
平
尾
町
）を

メ
イ
ン
会
場
に
、小
平
尾
南
少
年
グ
ラ
ウ
ン
ド（
同
市
小
平
尾
町
）、萩
の
台
小
山
公
園（
同
市

萩
の
台
）の
3
ヶ
所
で
行
わ
れ
、昨
年
度
に
引
続
き
、Ｉ
Ｔ
レ
ス
キ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
関
連

技
術
の
実
験
が
行
わ
れ
た
。
 

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、小
笠
原
　

司
　

情
報
科
学
研
究
科
教
授
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、同
市
と
地
域
の
関
係
各
機
関
が
緊
密
な
連
係
を
保
ち
、災
害
に
際
し
て
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
同
訓
練
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
 

　
同
研
究
科
視
覚
情
報
メ
デ
ィ
ア
講
座
に
よ
る
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
映
像

送
信
実
験
」で
は
、は
し
ご
車
の
上
か
ら
放
水
す
る
消
防
隊
員
の
頭
部
に
小
型
カ
メ
ラ
を
装
着

し
、隊
員
が
見
て
い
る
視
界
と
同
様
の
映
像
を
本
部
ま
で
無
線
伝
送
す
る
実
験
を
行
っ
た
。
隊

員
は
計
算
機
を
装
着
し
、さ
ら
に
頭
部
に
は
隊
員
が
ど
ち
ら
を
向
い
て
い
る
か
を
計
測
す
る
た

め
の
姿
勢
セ
ン
サ
ー
、撮
影
し
た
映
像
を
隊
員
が
見
る
た
め
の
小
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
取
付
け

ら
れ
て
お
り
、装
着
し
た
計
算
機
は
、撮
影
さ
れ
た
映
像
と
隊
員
の
頭
部
姿
勢
を
利
用
し
て
、

現
場
の
状
況
や
出
火
場
所
の
情
報
を
撮
影
さ
れ
た
映
像
に
合
成
し
、小
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表

示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、隊
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
効
率
的
に
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
は
、さ
ら
に
、隊
員
と
本
部
と
の
間
で
効
率
的
に
情
報
を
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

へ
の
拡
張
を
考
え
て
い
る
。
 

　
ま
た
、図
書
館
研
究
開
発
室
及
び
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
実

況
映
像
配
信
実
験
」で
は
、訓
練
の
模
様
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
生
駒
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
へ
中

継
す
る
と
と
も
に
、本
年
度
は
こ
れ
に
加
え
、メ
イ
ン
会
場
を
災
害
対
策
本
部
と
想
定
し
て
い

た
た
め
、2
つ
の
サ
ブ
会
場
の
様
子
を
本
部
へ
中
継
す
る
と
い
っ
た
実
験
も
行
っ
た
。
中
継
機
器

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
不
安
定
さ
か
ら
、様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
が
、実
際
の
災
害
時

に
は
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
イ
ン
フ
ラ
の
中
で
も
中
継
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、今
後
は
、

災
害
時
の
環
境
を
前
提
と
し
た
安
定
し
た
中
継
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え
て
い
る
。
 

　
10
月
10
日（
金
）、情
報
科
学
研
究
科
に
お
い
て
、教
育
連
携
講
座
「
大
学
教
員
に
よ
る
小
学

生
へ
の
特
別
授
業
」
を
、ま
た
、11
月
14
日（
金
）、バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
物
質
創
成
科
学
両
研
究

科
に
お
い
て
、教
育
連
携
講
座
「
大
学
教
員
に
よ
る
中
学
生
へ
の
特
別
授
業
」
を
実
施
し
た
。
 

　
同
講
座
は
、文
部
科
学
省
に
よ
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」の
一

環
と
し
て
、情
報
科
学
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
物
質
創
成
科
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
的
学
習

の
機
会
を
提
供
し
、科
学
技
術
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、生
駒
市
教
育
委
員
会
の
協

力
の
も
と
、初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
情
報
科
学
研
究
科
で
は
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
自
分
の
顔
画
像
と
C
G
で
作
成
し

た
ア
バ
タ
ー
と
を
合
成
し
、思
い
の
ま
ま
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
C
G
制
作
体
験
授
業

の
後
、「
に
お
い
を
感
じ
る
」
、「
も
の
を
つ
か
む
」
、「
立
体
画
像
を
楽
し
む
」
、「
見
え
な
い
も
の

が
見
え
る
」
、「
空
を
飛
ぶ
」の
5
つ
の
テ
ー
マ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
体
験
す
る
研
究
室
見
学
体

験
授
業
を
実
施
し
た
。
 

　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
で
は
、「
D
N
A
を
見
て
、さ
わ
ろ
う
」
と
題
し
、遺
伝
子
組
換
え

な
ど
の
先
駆
的
技
術
に
つ
い
て
の
講
義
の
後
、参
加
者
た
ち
自
ら
の
口
内
粘
膜
細
胞
か
ら

D
N
A
を
採
取
す
る
実
験
を
行
っ
た
。
 

　
物
質
創
成
科
学
研
究
科
で
は
、「
光
の
不
思
議
―
見
え
る
光
と
見
え
な
い
光
―
」
と
題
し
、

身
近
な
信
号
を
手
掛
か
り
と
し
た
光
に
つ
い
て
の
講
義
の
後
、プ
リ
ズ
ム
や
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン

な
ど
、様
々
な
電
磁
波
に
つ
い
て
、8
つ
の
実
習
を
行
っ
た
。
 

　
参
加
し
た
同
市
内
の
小
中
学
生
延
べ
124
名
か
ら
は
、「
大
変
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
、「
初
め
て

の
こ
と
だ
ら
け
で
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、先
端
科
学
技
術
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、関
心
を
深
め
た
様
子
で
あ
っ
た
。
 

▲ウェアラブルコンピューターを 
　装着した消防隊員 

▲同授業の様子 
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ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
品
質
検
証
技
術 

情
報
科
学
研
究
科 

情
報
基
礎
学
講
座 

　
　
　
　
　
教
　
授
　
　

関
　
　
浩
　
之 ▲図　プログラム例 

s
e
k
i@
is
.a
is
t-n
a
ra
.a
c
.jp

int f(int x, int y) { if (x==0) return y ; else return f(x-1, x＊y) ; }

か
さ
み
 

　
工
業
製
品
な
ど
の
品
質
を
、
壊
さ
ず
検
査
す
る
方
法
を

非
破
壊
検
査
と
呼
ぶ
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
品
質
を
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
せ
ず
に
ソ
ー
ス
コ
ー

ド
を
解
析
す
る
だ
け
で
知
る
方
法
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
静

的
解
析
と
呼
ぶ
。
 

　
例
を
挙
げ
よ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
入
力
（
ま
た
は
引

数
）
の
う
ち
、
最
終
結
果
を
計
算
す
る
た
め
に
常
に
必
要

と
な
る
も
の
を
必
須
で
あ
る
と
い
う
。
図
の
C
言
語
の
関

数
f
に
お
い
て
、
２
つ
の
引
数
が
必
須
か
ど
う
か
考
え
て

み
る
。
第
1
引
数
x
は
条
件
判
定
部
で
参
照
さ
れ
る
か
ら

必
須
で
あ
る
。
第
2
引
数
y
は
、
条
件
判
定
の
結
果
が

tru
e

な
ら
返
り
値
に
な
る
。
条
件
判
定
の
結
果
がfalse

の

と
き
は
、
f
が
再
帰
呼
出
し
さ
れ
て
、
そ
の
条
件
判
定
結

果
がtru

e

な
ら
、
結
局x

　y

を
計
算
す
る
こ
と
に
な
る
、

と
考
え
て
い
く
と
y
も
必
須
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
静

的
解
析
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
く
て
も
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
振
舞
い
を
表
す
連
立
方
程
式
の
不
動
点
（
方

程
式
の
解
）
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
引
数
が
必
須

か
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
解
析
法
は
現

在
、
人
工
衛
星
搭
載
ソ
フ
ト
、
銀
行
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ
ト

等
々
高
い
信
頼
性
を
要
求
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
品
質

保
証
技
術
と
し
て
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
 

　
さ
て
、
私
の
研
究
紹
介
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
、
少
し
脱

線
を
お
許
し
願
い
た
い
。
私
の
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、

関
数
型
言
語
の
コ
ン
パ
イ
ル
法
、
特
に
先
に
述
べ
た
必
須

引
数
の
解
析
法
だ
っ
た
。
指
導
教
授
　

嵩
先
生
の
下
、
先
輩

の
井
上
さ
ん
（
当
時
後
期
課
程
2
年
、
現
在
教
授
）
の
お

手
伝
い
を
し
、
作
成
中
の
コ
ン
パ
イ
ラ
に
解
析
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
み
込
ん
だ
。
あ
る
日
、
嵩
先
生
よ
り
、
「
も
う
少

し
工
夫
を
す
る
と
、
あ
る
仮
定
の
下
で
引
数
が
必
須
で
あ

る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
解
析
は

線
形
時
間
で
可
能
だ
と
思
う
の
で
検
討
し
て
み
な
さ
い
」

と
示
唆
さ
れ
た
。
私
が
「
も
う
こ
の
あ
た
り
で
ま
と
め
た

い
の
で
す
が
」
と
い
う
と
、
「
こ
こ
が
研
究
の
争
点
で
は

な
い
か
」
と
た
し
な
め
ら
れ
た
。
私
は
不
承
不
承
、
解
析

法
を
再
検
討
し
た
。
す
る
と
、
ま
る
で
誰
か
に
発
見
さ
れ

る
の
を
最
初
か
ら
そ
の
形
で
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
、

複
雑
だ
が
エ
レ
ガ
ン
ト
な
解
法
が
得
ら
れ
た
。
 

　
そ
の
後
、
井
上
さ
ん
た
ち
と
共
著
に
し
て
頂
き
、
論
文

を
海
外
の
雑
誌
に
投
稿
し
た
。
査
読
者
は
好
意
的
だ
っ
た

が
、
先
の
解
析
法
に
つ
い
て
「
著
者
ら
は
新
し
い
方
法
だ

と
主
張
し
て
い
る
が
、
既
に
別
の
研
究
者
（A

.M
ycroft  

A
b
stract 

In
terp
retation

の
創
始
者
）
が
発
案
し
て
い

る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
早
速
あ
た
っ
て
み
る
と
、
確
か
に

全
く
同
じ
方
法
が
書
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、

先
の
改
良
を
し
て
い
た
お
陰
で
新
規
性
を
主
張
で
き
、
論

文
は
こ
の
部
分
を
削
除
せ
ず
に
受
理
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

「
世
界
に
は
同
じ
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の

だ
な
。
し
か
も
、
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
た
と
き
に

限
っ
て
そ
う
だ
」
、
「
研
究
は
妥
協
を
せ
ず
最
善
を
尽
く

さ
な
く
て
は
」
と
い
う

教
訓
を
学
ん
だ
。
 

　
以
上
は
1
9
8
0
年

代
中
頃
の
話
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
そ
の

後
も
何
回
か
同
じ
よ
う

な
経
験
を
し
た
。
後
者

に
つ
い
て
は
易
き
に
流

れ
が
ち
な
自
分
へ
の
戒

め
と
し
て
胸
に
抱
き
続

け
て
い
る
。
し
か
し
、

恩
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
、

生
き
方
そ
の
も
の
に
あ

て
は
ま
る
こ
の
問
い
か

け
に
未
だ
十
分
に
答
え

ら
れ
な
い
未
熟
さ
を
、
日
々

痛
感
し
て
い
る
。
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植
物
の
ら
せ
ん 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
　 

植
物
遺
伝
子
機
能
学
講
座 

　
　
　
　
　
教
　
授
　
　

橋
　
本
　
　
　
隆 

　
多
く
の
生
物
や
化
合
物
に
ら
せ
ん
構
造
（
ヘ
リ
ッ
ク
ス
）

が
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
ヘ
リ
ッ
ク
ス
が
形
成
さ
れ

る
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
右
巻
き
と
左
巻
き
の
方
向
性
は

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
、
古
来
よ
り
科
学
者
を
魅

了
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ヘ
リ
ッ
ク
ス
構
造
は
絶
対
的
な

立
体
配
置
で
あ
り
、
観
察
者
の
視
点
に
よ
り
そ
の
左
右
性

は
影
響
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
生
物
の
ら
せ
ん
構
造
に
恒

常
的
な
左
右
性
が
見
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
ら
せ
ん
形
成

過
程
に
は
左
右
性
を
決
定
す
る
因
子
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
左
右
性
因
子
が
細
胞
や
個
体
の
構
成
成
分
の
極
性
や

配
置
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
の
か
は
、
非
常
に
興
味
深

い
。 

　
ら
せ
ん
の
研
究
を
始
め
た
発
端
は
全
く
の
偶
然
で
あ
っ

た
。
モ
デ
ル
植
物
ア
ラ
ビ
ド
プ
シ
ス
の
根
の
変
異
株
を
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
根
が
寒
天
培
地
上
を

右
方
向
に
伸
長
す
る
変
異
株
を
た
ま
た
ま
発
見
し
た
。
根

を
よ
く
観
察
す
る
と
、
根
の
最
外
層
の
細
胞
列
が
野
生
型

は
ま
っ
す
ぐ
に
配
列
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
変
異
株

で
は
右
巻
き
ヘ
リ
ッ
ク
ス
に
ね
じ
れ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
根
端
で
分
裂
し
た
細
胞
が
縦
に
細
長
く
伸
長

す
る
と
き
に
、
こ
の
変
異
株
の
細
胞
は
根
本
体
の
軸
方
向

に
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
こ
と
が
で
き
ず
、
右
巻
き
方
向
に

ね
じ
れ
な
が
ら
伸
長
す
る
の
で
あ
る
。
寒
天
培
地
容
器
を

傾
け
て
も
、
培
養
条
件
を
変
え
て
も
、
は
た
ま
た
南
半
球

に
持
っ
て
行
っ
て
も
、
こ
の
変
異
株
の
根
や
そ
の
他
の
縦

に
長
く
伸
長
す
る
器
官
の
細
胞
は
必
ず
右
方
向
に
傾
い
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
明
確
な
左
右
性
を
示
す
植
物
の
変
異
株
は

発
見
当
時
は
非
常
に
珍
し
か
っ
た
が
、
左
右
性
に
着
目
し

て
大
規
模
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
、
か
な
り
の
数

の
右
巻
き
を
示
す
変
異
株
と
左
巻
き
を
示
す
変
異
株
が
得

ら
れ
た
。
現
在
で
は
そ
れ
ら
変
異
の
ほ
と
ん
ど
の
原
因
遺

伝
子
が
分
子
遺
伝
学
的
手
法
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
一
定
方
向
の
巻
き
性
を

示
す
変
異
株
は
細
胞
骨
格
の
主
要
構
成
成
分
で
あ
る
微
小

管
の
機
能
に
関
す
る
遺
伝
子
に
異
常
が
あ
る
た
め
、
微
小

管
ポ
リ
マ
ー
の
配
列
様
式
が
一
定
方
向
に
変
化
し
、
そ
の

細
胞
が
伸
び
る
時
に
一
定
方
向
の
力
学
的
ひ
ず
み
を
生
じ

る
と
考
え
ら
れ
た
。
ね
じ
れ
変
異
原
因
遺
伝
子
に
は
こ
れ

ま
で
そ
の
機
能
が
不
明
で
あ
っ
た
遺
伝
子
も
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
ア
ラ
ビ
ド
プ
シ
ス
の
ね
じ
れ
現
象
を
研
究
す
る

こ
と
に
よ
り
、
植
物
細
胞
の
微
小
管
機
能
を
制
御
す
る
分

子
機
構
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
と
期
待
で
き
る
。 

　
研
究
室
で
は
、
も
う
１
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
タ
バ
コ

の
低
ニ
コ
チ
ン
変
異
株
を
用
い
た
ニ
コ
チ
ン
生
成
の
制
御

機
構
も
研
究
し
て
い
る
。
こ
の
タ
バ
コ
変
異
株
は
、
ニ
コ

チ
ン
生
合
成
関
連
遺
伝
子
の
発
現
を
調
節
す
る
制
御
遺
伝

子
の
変
異
と
考
え
ら
れ
、
ニ
コ
チ
ン
の
合
成
か
ら
細
胞
間

輸
送
や
液
胞
へ
の
蓄
積
な
ど
、
こ
の
有
用
ア
ル
カ
ロ
イ
ド

の
生
成
・
蓄
積
全
般
が
ど
の
よ
う
に
制
御
さ
れ
て
い
る
の

か
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。 
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た
ん
ぱ
く
質
は
ア
ミ
ノ
酸
単
位
か
ら
な
る
定
序
配
列
型

高
分
子
の
複
合
体
で
あ
り
、
分
子
鎖
が
正
確
に
折
り
畳
ま

れ
て
高
次
構
造
を
形
成
し
高
度
な
機
能
を
発
現
す
る
。
各

種
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

合
成
高
分
子
も
、
長
い
鎖
状
の
分
子
が
主
成
分
で
あ
る
点

で
た
ん
ぱ
く
質
の
仲
間
で
は
あ
る
の
だ
が
、
構
造
制
御
の

レ
ベ
ル
は
た
ん
ぱ
く
質
に
は
全
く
及
ば
な
い
。
た
ん
ぱ
く

質
研
究
者
に
と
っ
て
は
単
な
る
構
造
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
に
過

ぎ
な
い
へ
リ
ッ
ク
ス
と
シ
ー
ト
構
造
で
さ
え
、
ペ
プ
チ
ド

鎖
を
用
い
ず
に
合
成
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
、

ヘ
リ
ッ
ク
ス
分
子
に
関
し
て
は
、
合
成
・
同
定
例
が
近
年

増
え
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
私
た
ち
が
最
近
報
告
し
た

ら
せ
ん
状
の
ビ
ニ
ル
ポ
リ
マ
ー
で
あ
る
ポ
リ
（
ジ
―
n
―

ペ
ン
チ
ル
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ル
ベ
ン
）
（
p
o
l
y
（
P
D
B
F
）
）

を
紹
介
す
る
。
 

　
p
o
l
y
（
P
D
B
F
）
は
図
1
A
の
よ
う
な
化
学
構

造
を
持
ち
、
図
1
B
の
よ
う
に
主
鎖
は
ジ
グ
ザ
グ
で
側
鎖

の
芳
香
環
は
密
着
す
る
よ
う
に
重
な
り
合
っ
た
π
ス
タ
ッ

ク
構
造
を
も
つ
。
こ
の
化
合
物
の
合
成
に
先
立
っ
て
側
鎖

に
ペ
ン
チ
ル
基
（
図
1
の
水
色
の
部
分
）
の
な
い
親
に
あ

た
る
化
合
物
を
既
に
研
究
し
て
お
り
、
そ
の
構
造
の
詳
細

を
単
結
晶
x
―
線
解
析
に
よ
り
決
定
し
た
（
図
1
C
）。

こ
の
研
究
か
ら
親
ポ
リ
マ
ー
は
結
晶
中
で
π
ス
タ
ッ
ク
構

造
と
同
時
に
9
個
の
モ
ノ
マ
ー
単
位
で
１
回
転
程
度
の
比

較
的
ゆ
る
い
ピ
ッ
チ
の
ら
せ
ん
構
造
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ

た
が
、
溶
液
中
で
こ
の
ら
せ
ん
構
造
が
維
持
さ
れ
る
か
否

か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
親
化
合
物
は
溶
媒
に
溶
け
に

く
く
研
究
し
に
く
い
た
め
、
改
良
型
と
し
て
ペ
ン
チ
ル
基

を
導
入
し
た
p
o
l
y
（
P
D
B
F
）
を
合
成
し
た
。
 

　
た
ん
ぱ
く
質
の
ら
せ
ん
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
は
溶
液
中
で
も

安
定
に
一
方
向
巻
き
の
状
態
で
存
在
す
る
。
一
方
向
巻
き

の
ら
せ
ん
構
造
は
円
偏
光
二
色
性
（
C
D
）
分
光
法
に
よ

り
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
p
o
l
y
（
P
D
B
F
）
の

ら
せ
ん
構
造
を
C
D
分
光
に
よ
り
確
認
す
る
た
め
、
キ
ラ

ル
配
位
子
を
用
い
た
「
不
斉
ア
ニ
オ
ン
重
合
法
」
に
よ
る

合
成
法
を
用
い
、
ら
せ
ん
構
造
を
左
右
ど
ち
ら
か
一
方
向

に
偏
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
合

成
し
た
ポ
リ
マ
ー
の
溶
液
中
で
の
C
D
ス
ペ
ク
ト
ル
に
は

ら
せ
ん
構
造
の
偏
り
を
示
す
シ
グ
ナ
ル
は
全
く
観
測
さ
れ

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ポ
リ
マ
ー
を
溶
液
か
ら
の
キ
ャ

ス
ト
に
よ
り
薄
膜
化
す
る
と
強
い
C
D
吸
収
が
観
測
さ
れ

（
注
　
膜
に
は
異
方
性
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
）
、

薄
膜
中
で
は
、
一
方
向
に
偏
っ
た
ら
せ
ん
構
造
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
2
）。
p
o
l
y
（
P
D
B
F
）

は
不
斉
炭
素
を
一
切
持
た
な
い
た
め
、
C
D
吸
収
の
原
因

と
な
り
得
る
の
は
キ
ラ
ル
な
コ
ン
ホ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
ら
せ

ん
構
造
）
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
以
下
の
よ
う

に
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
p
o
l
y
（
P
D
B
F
）

に
は
合
成
過
程
で
確
か
に
ら
せ
ん
の
偏
り
が
導
入
さ
れ
て

い
る
が
、
溶
液
中
で
の
ら
せ
ん
構
造
は
お
そ
ら
く
ふ
ら
ふ

ら
し
て
い
て
構
造
が
定
ま
ら
ず
、
C
D
吸
収
を
示
す
の
に

適
し
た
型
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
薄
膜
化
し
て
溶
媒
分

子
を
除
去
す
る
と
一
定
の
ら
せ
ん
構
造
に
折
り
畳
ま
れ
る

（
図
3
）
。
た
ん
ぱ
く
質
の
折
り
畳
み
の
精
緻
さ
に
は
遠

く
及
ば
な
い
が
、
こ
れ
は
環
境
に
よ
り
形
を
変
え
る
人
工

ら
せ
ん
分
子
の
新
種
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
研
究
の

一
部
は
米
国
化
学
会
誌
お
よ
び
英
国
化
学
会
速
報
誌
に
最

近
掲
載
さ
れ
た
。
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環
境
に
よ
り
変
化
す
る
高
分
子
の
高
次
構
造 

：
 

：
 

：
 

▲図1．Poly（PDBF）の化学構造（A）と立体構造（B）及び親化合物の結晶構造（C） 

▲図2．様々な条件下での不斉重合により得られたPoly（PDBF）の薄膜状態でのCDスペクトル 

▲図3．Poly（PDBF）のらせん構造（種々の物性を元にMD計算により予測した構造） 
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嵩
　
忠
雄 

名
誉
教
授
が 

「
2
0
0
3
年
度
大
川
賞
」
を
受
賞 

佐
藤
　

哲
大
　

情
報
科

学
研
究
科
助
手
が 

「
第
１７
回
日
本
エ
ム
・

イ
ー
学
会
秋
季
大
会

研
究
奨
励
賞
」
を
受
賞 

　
佐
藤
　

哲
大
　

情
報
科
学
研
究
科
助
手（
生
命
機
能
計
測

学
分
野
）が
、「
第
17
回
日
本
エ
ム
・
イ
ー
学
会
秋
季
大
会
研
究

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。 

　
同
賞
は
、医
学
・
生
物
学
と
理
工
学
と
の
中
間
領
域
に
関

係
す
る
研
究
を
対
象
と
す
る
領
域
に
お
い
て
、学
術
ま
た
は

関
連
事
業
に
関
し
、業
績
あ
る
者
の
表
彰
ま
た
は
奨
励
を
行

う
た
め
、講
演
の
時
期
に
お
い
て
35
才
以
下
の
者
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
授
与
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
、「
拡
散
テ
ン
ソ
ル
距
離
を
用
い

た
　

3
T
　

M
R
I
で
の
脳
内
白
質
神
経
線
維
束
の
抽
出
」で

あ
る
。 

　
同
助
手
の
受
賞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

　 　
今
回
の
研
究
奨
励
賞
受
賞
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　
拡
散
テ
ン
ソ
ル
M
R
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
は
、M
R
装
置
、撮
影
技

術
の
発
展
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
、脳
内
の
水
の
拡
散

状
態
を
画
像
化
す
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ま
で
脳
虚
血
の
診
断

な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
そ
れ
に
加
え
、脳

内
の
神
経
線
維
束
に
お
け
る
、水
の
拡
散
の
不
等
方
性
に
着

目
し
た
研
究
が
主
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、自
分
の
研
究

も
そ
の
一
環
と
し
て
脳
内
の
神
経
線
維
束
の
結
合
度
解
析
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た
発
表
は
、脳
内
白

質
の
神
経
線
維
束
に
お
け
る
特
徴
的
な
水
の
拡
散
を
考
慮
し
、

そ
の
テ
ン
ソ
ル
情
報
の
利
用
に
よ
っ
て
神
経
束
を
追
跡
す
る
画

像
処
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
提
案
し
た
も
の
で
す
。
得
ら
れ
た
神

経
線
維
束
の
構
造
は
、束
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
行
う
必
要
の
あ

る
脳
内
手
術
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
利
用
、ま
た
脳
機
能
の
計

測
と
の
組
合
せ
に
も
利
用
可
能
で
す
。 

　
今
回
、受
賞
の
対
象
に
な
っ
た
発
表
に
関
し
て
指
導
を
頂
い

た
所
属
研
究
室
の
湊
　

教
授
、デ
ー
タ
の
提
供
に
ご
助
力
く
だ

さ
っ
た
福
井
大
学
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
米

倉
教
授
を
は
じ
め
、共
同
研
究
に
か
か
わ
る
各
種
機
関
の
先

生
・
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。 

新
田
　

直
也
　

情
報
科

学
研
究
科
助
手
が 

「
情
報
処
理
学
会
平

成
１５
年
度
山
下
記
念

研
究
賞
」
を
受
賞 

　
新
田
　

直
也
　

情
報
科
学
研
究
科
助
手（
情
報
基
礎
学
講

座
）が
、「
情
報
処
理
学
会
平
成
15
年
度
山
下
記
念
研
究
賞
」

を
受
賞
し
た
。 

　
同
賞
は
、従
来
、研
究
賞
と
し
て
研
究
会
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
発
表
論
文
の
中
か
ら
特
に
優
秀
な
論
文
を
選
び
、そ
の
発

表
者
に
授
与
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、故
山
下
　

英
男
　

先
生（
初

代
会
長
）の
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
金
を
活
用
す
る
た
め
、

よ
り
充
実
さ
せ
た
形
で
平
成
６
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
論
文
は
、「
プ
ッ
シ
ュ
ダ
ウ
ン
シ
ス
テ
ム
の

拡
張
お
よ
び
そ
の
モ
デ
ル
検
査
法
」で
あ
る
。 

　
同
助
手
の
受
賞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

　 　
同
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ

る
と
と
も
に
、今
後
研
究
活
動
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
励

み
に
も
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
研
究
は
、よ
り
広
い
範
囲
の
計
算
機
シ
ス
テ
ム
に
対
し

不
具
合
の
有
無
を
自
動
検
出
で
き
る
よ
う
従
来
手
法
を
拡

張
し
た
も
の
で
、形
式
的
検
証
技
術
の
１
つ
と
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
形
式
的
検
証
、中
で
も
シ
ス
テ
ム
の
動

的
な
振
舞
い
を
自
動
検
証
で
き
る
モ
デ
ル
検
査
法
は
、社
会
の

情
報
化
、情
報
シ
ス
テ
ム
の
巨
大
化
と
あ
い
ま
っ
て
、今
後
、重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
検
査
法
に
関
す
る
研
究
は
世

界
的
に
見
て
も
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、そ
の
よ
う
な

分
野
で
最
先
端
の
研
究
成
果
の
１
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、私
に
と
っ
て
最
大
の
喜
び
で
す
。 

　
本
研
究
の
成
果
は
、他
の
複
数
領
域
の
研
究
成
果
を
採
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、情

報
基
礎
学
講
座
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
を
利
用
す

る
こ
と
な
し
に
、こ
の
手
法
を
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
本
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
、様
々
な
形
で

お
力
添
え
を
頂
い
た
情
報
基
礎
学
講
座
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

▲贈呈式の様子 

　
嵩
　

忠
雄
　

名
誉
教
授（
元

情
報
科
学
研
究
科
　

情
報
基

礎
学
講
座
）は
、
符
号
理
論

及
び
形
式
言
語
理
論
・
計
算

論
の
卓
越
し
た
先
駆
的
研
究

並
び
に
情
報
通
信
分
野
に
お

け
る
教
育
へ
の
多
大
な
貢
献

が
評
価
さ
れ
、2
0
0
3
年

度
大
川
賞（
財
団
法
人
大
川

情
報
通
信
基
金
）を
受
賞
し
た
。 

　
同
賞
は
、情
報
・
通
信
分
野
に
お
け
る
研
究
、技
術
開
発
及

び
事
業
に
お
い
て
顕
著
な
社
会
的
貢
献
を
さ
れ
た
方
に
対
し
、

そ
の
功
績
を
表
彰
す
る
と
共
に
、情
報
・
通
信
分
野
の
さ
ら
な

る
発
展
と
啓
蒙
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
的
な

賞
で
あ
る
。 

か
さ
み 



受 賞  
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情
報
科
学
研
究
科（
音
情
報
処
理
学
講
座
　
鹿
野
教
授
）

所
属
の
中
島
　

淑
貴
さ
ん（
博
士
後
期
課
程
1
年
）が
、「
日
本

音
響
学
会
2
0
0
3
年
度
春
季
研
究
発
表
会
ポ
ス
タ
ー
賞
」

を
受
賞
し
た
。 

　
同
賞
は
、同
研
究
発
表
会
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
者
全

員
を
対
象
と
し
、同
発
表
者
全
員
が
審
査
員
と
な
り
良
い
と

思
わ
れ
る
ポ
ス
タ
ー
を
順
位
付
け
し
て
投
票
を
行
い
、獲
得
票

数
の
上
位
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
、「
微
弱
体
内
伝
導
音
抽
出
に

よ
る
無
音
声
認
識
」で
あ
る
。 

　
中
島
さ
ん
の
受
賞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

　 　
ポ
ス
タ
ー
発
表
当
日
は
午
後
か
ら
の
発
表
だ
っ
た
の
で
す
が
、

お
昼
休
み
に
準
備
の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
い
る
と
、ど
こ

か
ら
聞
き
つ
け
た
の
か
、も
う
後
ろ
に
人
垣
が
出
来
て
い
て
、仕

方
な
く
お
昼
休
み
か
ら
発
表
を
始
め
て
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら

ポ
ス
タ
ー
内
容
紹
介
の
会
場
に
行
き
、与
え
ら
れ
た
2
分
間

を
座
長
に
お
願
い
し
て
、無
音
声
認
識
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
に
当
て
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
効
い
た
の
か
、ポ
ス

タ
ー
発
表
時
間
は
周
り
の
発
表
者
の
方
へ
迷
惑
に
な
る
の
で
は

と
ひ
や
ひ
や
す
る
ほ
ど
沢
山
の
方
々
が
連
続
で
押
し
か
け
て

く
れ
て
、質
問
も
活
発
だ
っ
た
の
で
全
く
休
む
暇
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
学
術
的
な
完
成
度
と
言
う
よ
り
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
発
表
の
人
気
度
の
指
標
と
な
る
賞
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、初
め
て
参
加
す
る
学
会
で
、あ
れ
だ
け
沢
山
の

方
々
に
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
も
ら
え
た
の
で
、自
分
と
し
て
は

本
当
に
嬉
し
く
、思
い
出
深
い
学
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

中
島
　

淑
貴
さ
ん
（
情

報
）
が
「
日
本
音
響

学
会
2
0
0
3
年
度

春
季
研
究
発
表
会
ポ

ス
タ
ー
賞
」
を
受
賞 

岩
尾
　

友
秀
さ
ん
・
越
智
　

健
治
さ
ん
（
情

報
）
が
「
第
7
回
パ
タ
ー
ン
認
識
・
メ
デ
ィ

ア
理
解
研
究
会
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
入
賞 

情
報
科
学
研
究
科
の
学
生
チ
ー
ム
が 

「
第
１１
回
学
生
対
抗
手
作
り
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
（IV

R
C
2
0
0
3

）
」
優
勝
、

「L
a
v
a
l V
irtu

a
l A
w
a
rd

」
を
受
賞 

▲像情報処理学講座の皆さん 

　
情
報
科
学
研
究
科（
像

情
報
処
理
学
講
座
　
千

原
教
授
）所
属
の
博
士
前

期
課
程
1
年
の
学
生
チ
ー

ム
”和
田
お
ろ
し
“（
天
田
　

崇
、
浦
脇
　

浩
二
、
木
田
　

周
作
、神
山
　

和
宏
、沢
　

小
百
合
、武
田
　

直
之
、望

月
　

有
人
、本
屋
敷
　

尚
吾
）

に
よ
る「
フ
レ
グ
ラ
」が
、「
第

11
回
学
生
対
抗
手
作
り
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト（IV

R
C
2003

）」
に
お
い
て
、総

合
優
勝
を
成
遂
げ
る
と
と
も
に
、「L

aval V
irtual A

w
ard

」

を
受
賞
し
た
。 

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、I
V
R
C
実
行
委
員
会
（
日
本
V
R

学
会
、岐
阜
県
、各
務
原
市
、（財）
イ
メ
ー
ジ
情
報
科
学
研
究
所
）

に
よ
り
、1
9
9
3
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
や
、ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
先
端
技
術
を
用
い
た
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
な
作
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
。 

　
「
フ
レ
グ
ラ
」
は
、仮
想
の
森
空
間
の
中
で
、プ
レ
イ
ヤ
ー
が

様
々
な
果
物
の
香
り
を
頼
り
に
、多
く
の
果
物
や
そ
の
他
の
食

べ
物
を
集
め
て
い
く
ゲ
ー
ム
。ゲ
ー
ム
の
中
で
は
、見
か
け
上
は

あ
る
果
物
に
見
え
て
も
、香
り
は
全
く
違
う
果
物
で
あ
っ
た
り

す
る
な
ど
、香
り
に
よ
っ
て
本
物
か
偽
物
か
を
区
別
し
、本
物

を
よ
り
多
く
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
点
を
稼
い
で
い
く
。
進

行
に
よ
っ
て
は
、心
地
良
い
香
り
だ
け
で
な
く
、普
段
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
不
思
議
な
香
り
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ゲ
ー

ム
で
あ
る
。 

　
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
チ
ー
ム
”和
田
お
ろ
し
“の
コ
メ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
。 

　 　
今
回
、同
賞
を
頂
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　
複
数
人
で
1
つ
の
も
の
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
初
め
て
で
し

た
の
で
、不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、き
ち
ん
と
し
た
作
品
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
企
画
当
初
か
ら
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
に
お
い
て
は
珍
し

い「
香
り
」
に
着
目
し
た
作
品
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、最
終

的
に
完
成
し
た
作
品
「
フ
レ
グ
ラ
」
は
予
想
以
上
に
面
白
い
ゲ
ー

ム
に
仕
上
が
り
、東
京
や
岐
阜
に
て
体
験
し
て
頂
い
た
方
々
に

は
大
変
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、ア
メ
リ
カ（SIG

G
R
A
P
H

）

や
フ
ラ
ン
ス（L

aval 
V
irtual

）な
ど
様
々
な
学
会
、大
会
で
の

発
表
・
展
示
を
予
定
し
て
お
り
、よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、更
な
る
改
善
を
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
情
報
科
学
研
究
科（
視
覚

情
報
メ
デ
ィ
ア
講
座
　
横
矢

教
授
）所
属
の
岩
尾
　

友
秀
さ

ん
、越
智
　

健
治
さ
ん（
共
に
博

士
前
期
課
程
1
年
）が
、「
第

7
回
パ
タ
ー
ン
認
識
・
メ
デ
ィ
ア

理
解
研
究
会
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
入
賞
し
た
。 

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、あ
ら
か

じ
め
出
題
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
の

認
識
・
メ
デ
ィ
ア
の
理
解
に
関

▲岩尾　友秀さん ▲越智　健治さん 
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春
名
　

か
お
り
さ
ん
（
情

報
）
が
「
第
１７
回
日

本
エ
ム
・
イ
ー
学
会
秋

季
大
会
研
究
奨
励
賞
」

を
受
賞 

す
る
基
本
的
な
問
題
に
対
し
、同
分
野
に
対
す
る
関
心
と
理

解
を
高
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
貢
献
で
き
る
創

造
的
な
若
手
研
究
者
の
発
掘
・
育
成
を
目
的
と
し
て
、平
成

9
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
そ
こ
に
い
る
の
は
何
人
？
―
画
像
か
ら

の
人
物
計
数
―
」で
、室
内
で
撮
影
し
た
動
画
像（
連
続
静
止

画
像
）に
お
け
る
人
物
領
域
を
抽
出
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
作

成
し
、各
フ
レ
ー
ム
に
お
け
る
人
間
の
数
を
計
数
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
入
賞
し
た
各
人
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

　 

 

〈
岩
尾
　

友
秀
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
〉 

　
こ
の
度
は
、こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
賞
を
頂
き
大
変
光
栄

で
す
。 

　
始
め
に
、今
回
私
が
応
募
し
た
「
第
7
回
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
課
題
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
動
画
像
が
応
募
者
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
動
画

像
に
は
、室
内
を
行
き
来
す
る
人
物
が
映
し
出
さ
れ
て
お
り
、

時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
画
像
中
の
人
物
の
数
が
変
化
し

ま
す
。
今
回
の
課
題
は
、こ
の
動
画
像
の
各
フ
レ
ー
ム
に
お
け
る

人
物
の
数
を
計
数
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム（
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
）を
作
成

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

　
現
在
、画
像
か
ら
人
物
領
域
を
抽
出
す
る
手
法
に
は
様
々

な
も
の
が
あ
り
、文
献
や
参
考
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
手
法
を
組
合
わ
せ
れ
ば
、そ
れ
な
り
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、私
は
非

常
に
せ
っ
か
ち
で
あ
る
た
め
、処
理
速
度
の
速
い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

が
理
想
で
し
た
。そ
こ
で
、画
像
の
両
端
の
み
で
人
物
の
出
入
り

を
検
出
す
る
と
い
う
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
手
法
を
採
用
し
ま
し

た
。 

　
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、実
装
に
は
人
１

倍
時
間
が
必
要
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、私
の
学
部
時
代
の
専

攻
は
、現
在
の
情
報
系
と
は
全
く
畑
違
い
の
農
業
工
学
で
し
た
。

そ
の
た
め
、課
題
に
取
組
み
始
め
た
当
初
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
入
賞
で
き
た
の

は
、き
っ
と
運
が
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下

さ
っ
た
横
矢
　

直
和
　

教
授
を
始
め
、終
始
適
切
な
御
助
言
を

頂
き
ま
し
た
横
矢
研
究
室
の
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

　 　 

 

〈
越
智
　

健
治
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
〉 

　
今
回
私
が
出
展
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、高
度
な
専
門
概
念
を

含
む
よ
う
な
複
雑
性
は
な
く
、む
し
ろ
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
構

造
を
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、必
要
最
小
限
の
記
述

で
表
現
し
た
本
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、高
速
な
処
理
を
可
能
と
し
、

こ
れ
が
高
評
価
へ
と
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
は
非
情
報
系
の
学
部
出
身
で
あ
っ
た
た
め
に
、プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
本
格
的
に
取
組
み
始
め
た
の
は
N
A
I
S
T
に
入
っ

て
か
ら
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、取
組
み
始
め
た
当
初
は
研
究

室
の
先
輩
・
同
回
生
の
方
々
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
自
体
を
教
え

て
頂
く
機
会
が
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。 

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
「
動
画（
連
続
し
た
静
止
画
）に
存

在
す
る
人
物
を
計
測
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、

私
は
人
物
が
写
っ
て
い
る
画
像
と
背
景
画
像（
人
物
が
存
在
し

な
い
画
像
）を
比
較
し
て
画
素
値
の
変
化
を
検
出
す
る（
背
景

差
分
を
取
る
）手
法
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
工
夫
し
た
点

と
し
て
、画
像
全
体
を
走
査
す
る
の
で
は
な
く
、人
物
が
現
れ

る
範
囲
の
中
で
も
あ
る
部
分
の
水
平
直
線
だ
け
を
走
査
し
た

こ
と
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、可
能
な
限
り
高
速
な
処
理
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、審
査
対
象
と
な
っ
た
画
像
に

対
し
て
高
精
度
な
認
識
が
で
き
た
こ
と
も
、入
賞
で
き
た
要

因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
今
回
は
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
す
る
と
い
う
評
価
を
頂
い
た
わ

け
な
の
で
す
が
、私
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
は
ま
だ
か
な
り
初

歩
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
後

も
引
き
続
き
、研
究
を
進
め
る
事
と
並
行
し
な
が
ら
、プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
情
報
科
学
研
究
科（
生
命
機
能
計
測
学
分
野
　
湊
教
授
）

所
属
の
春
名
　

か
お
り
さ
ん（
博
士
前
期
課
程
2
年
）が
、「
第

17
回
日
本
エ
ム
・
イ
ー
学
会
秋
季
大
会
研
究
奨
励
賞
」
を
受

賞
し
た
。 

　
同
賞
は
、医
学
・
生
物
学
と
理
工
学
と
の
中
間
領
域
に
関

係
す
る
研
究
を
対
象
と
す
る
領
域
に
お
い
て
、学
術
ま
た
は

関
連
事
業
に
関
し
、業
績
あ
る
者
の
表
彰
ま
た
は
奨
励
を
行

う
た
め
、講
演
の
時
期
に
お
い
て
35
才
以
下
の
者
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
授
与
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
、「
D
N
A
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
に

お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
過
程
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
検
出
」

で
あ
る
。 

　
春
名
さ
ん
の
受
賞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

　 　
こ
の
度
、こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
す
る
事
が
で
き
て
大
変
光

栄
で
す
。 

　
研
究
奨
励
賞
を
頂
い
た
今
回
の
テ
ー
マ
は
、マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ

に
お
け
る
情
報
の
検
出
を
よ
り
早
く
行
う
事
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
D
N
A
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
法
は
多
数
の
遺
伝
子
の

発
現
を
一
度
に
解
析
で
き
る
手
法
と
し
て
1
9
9
5
年
に
報

告
さ
れ
て
以
来
、現
在
で
は
1
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
1
　

0
0
0
個
ほ
ど
の
D
N
A
を
ス
ポ
ッ
ト
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、簡
単
な
ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
操
作
で
、

比
較
す
る
サ
ン
プ
ル
間
で
た
く
さ
ん
の
遺
伝
子
発
現
の
違
い
を

一
度
に
検
出
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ズ
を
行
な
う
の
に
際
し
多
大
な
時
間
を
要

し
、そ
の
時
間
効
率
の
悪
さ
が
現
在
の
問
題
点
の
１
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。 



受 賞  

１３ 2004　せんたん 

　
遺
伝
子
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー（
動
物
分
子
工
学
部
門
）の
山

中
　

伸
弥
　

助
教
授（
現
教
授
）が
、「
N
A
I
S
T
学
術
賞
」

を
受
賞
し
た
。 

　
同
賞
は
、学
内
外
の
有
識
者
ら
で
構
成
さ
れ
る
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
科
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
会
が
、本
学
の
教
育
研
究

の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、独
創
的
な
研
究
に
従
事
し
、

優
れ
た
研
究
業
績
を
挙
げ
た
教
官
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
授
賞
式
に
お
い
て
、新
名 

惇
彦 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科

長
か
ら
、本
学
支
援
財
団
に
よ
る
賞
金
及
び
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
山

中
助
教
授（
現
教
授
）に
手
渡
さ
れ
た
後
、記
念
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。 

　
同
助
教
授（
現
教
授
）の
受
賞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の

と
お
り
。 

　 　
こ
の
度
、は
名
誉
あ
る
N
A
I
S
T
学
術
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
、誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
1
9
9
9
年
末
に
本

学
に
着
任
し
て
以
来
取
組
ん
で
き
ま
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
評

価
し
て
頂
け
ま
し
た
こ
と
は
、今
後
の
研
究
に
と
っ
て
大
き
な

励
み
と
な
り
ま
す
。
研
究
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
ス
タ
ッ
フ

と
学
生
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。 

　
今
回
、受
賞
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
研
究
は
、胚
性
幹（
E
S
）

細
胞
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
2
つ
の
遺
伝
子

の
同
定
と
機
能
解
明
に
関
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
ら
の
遺
伝
子

は
実
験
的
手
法
で
は
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
可
能

な
公
共
デ
ー
タ
べ
ー
ス
の
解
析
に
よ
り
同
定
し
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
研
究
が
で
き
ま
し
た
の
は
、ゲ
ノ
ム
や
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
に
長
じ
た
本
学
に
着
任
し
た
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
マ
ウ
ス
胚
操
作
技
術
の
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
存

在
し
た
こ
と
も
本
研
究
の
鍵
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
恵
ま

れ
た
環
境
や
人
財
を
活
か
し
、さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ
せ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
回
、そ
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、液
中
に
お
い
て
ハ

イ
ブ
リ
ダ
イ
ズ
し
て
い
る
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
す
る

事
を
考
え
ま
し
た
。
本
シ
ス
テ
ム
が
発
展
す
る
事
に
よ
り
、よ

り
高
速
に
情
報
を
検
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
、そ
れ
に
伴
い
莫

大
な
量
の
デ
ー
タ
の
検
出
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
形
で
研
究
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
事
は
、本
当

に
励
み
に
な
り
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
実
り
あ

る
研
究
生
活
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、研
究
に
際
し
ご
指
導
ご
支
援
賜

り
ま
し
た
指
導
教
官
で
あ
る
杉
浦
　

忠
男
　

助
教
授
を
始
め

と
す
る
生
命
機
能
計
測
学
講
座
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。 

山
中
　

伸
弥
　

遺
伝
子

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

助
教
授
（
現
教
授
）
が

「
N
A
I
S
T
学
術
賞
」

を
受
賞 

今
西
　

幸
男
　

名
誉
教
授
が
、王
立
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
外
国
人
会
員
証

書
を
親
授 

▲スウェーデン国王から証書を親授される 
　今西　名誉教授 

に
ち
 す
い
 

　
今
西
　

幸
男
　

名
誉

教
授（
元
物
質
創
成
科

学
研
究
科
　

高
分
子
創

成
科
学
講
座
）
は
、

I
V
A（
王
立
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
）

の
総
会
に
お
い
て
、「
高

分
子
科
学
の
進
展
と

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
両

国
間
の
交
流
に
お
け
る

貢
献
」
に
基
づ
き
、
外

国
人
会
員
に
選
出
さ

れ
た
。
 

　
同
名
誉
教
授

は
、
第
84
回

I
V
A
年
次
大

会
（
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
）
の

後
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
市
役
所
に
お
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
　

カ
ー

ル
グ
ス
タ
フ
16
世
陛
下
か
ら
外
国
人
会
員
証
書
を
親
授
さ

れ
た
。
 

　
I
V
A
は
、
技
術
学
と
経
済
学
の
分
野
に
お
け
る
広
範

な
専
門
性
を
有
す
る
独
立
非
政
府
機
関
で
あ
っ
て
、

1
9
2
0
年
に
創
設
さ
れ
た
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ

た
権
威
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
る
。
そ
の
基
本
理
念
は
、

学
術
研
究
と
産
業
経
営
の
振
興
の
た
め
の
独
立
し
た
力
と

し
て
働
く
こ
と
で
あ
る
。
I
V
A
は
12
の
部
会
か
ら
な
っ

て
お
り
、
正
会
員
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
会
員
）
721
名
、
外

国
人
会
員
234
名
（
2
0
0
2
年
現
在
）
を
擁
し
、
う
ち
日

本
人
会
員
は
14
人
（
2
0
0
3
年
現
在
）
で
あ
る
。
 

　
同
名
誉
教
授
の
親
授
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。
 

 　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
や
企
業
に
は
、
高
分
子
化
学
の

研
究
を
通
し
て
交
流
の
あ
っ
た
知
人
が
多
数
お
ら
れ
て
、

そ
れ
ら
の
方
々
が
私
を
外
国
人
会
員
に
推
薦
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
1
9
8
7
年
以
来
、
日
瑞
基
金
の

理
事
と
し
て
両
国
間
の
交
流
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

大
学
時
代
の
恩
師
の
故
岡
村
　

誠
三
先
生
は
、
日
瑞
基
金

の
創
始
者
で
も
あ
り
、
生
前
か
ら
私
を
I
V
A
の
外
国
人

会
員
に
推
薦
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
瑞
両

国
間
の
交
流
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々

の
ご
厚
意
に
報
い
た
く
思
い
ま
す
。
 ▲外国人会員証書 



１４ 2004　せんたん 

　
香
川
　

景
一
郎
　

物
質
創
成
科
学
研
究
科
助
手（
光
機
能
素

子
科
学
講
座
）が
、「
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
研
究
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
た
。
 

　
同
賞
は
、研
究
会
活
動
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、研
究
会
発

表
を
対
象
に
、若
手
技
術
者
、研
究
者
、学
生
会
員
の
研
究
を

奨
励
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
、「
携
帯
情
報
機
器
間
空
間

光
伝
送
に
向
け
た
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
応
用
受
光
デ
バ
イ
ス
と
送

信
光
学
系
の
設
計
」で
あ
る
。
 

　
同
助
手
の
受
賞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。
 

　
 

　
今
回
の
受
賞
は
、カ
ス
タ
ム
C
M
O
S
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
を

用
い
た
光
無
線
L
A
N
に
関
す
る
も
の
で
、受
信
デ
バ
イ
ス
及

び
通
信
光
学
系（
主
に
レ
ン
ズ
）の
設
計
、実
証
に
対
し
て
頂
い

た
も
の
で
す
。
 

　
こ
れ
は
、ド
ク
タ
ー
を
卒
業
し
て
本
学
に
赴
任
し
て
か
ら
新

し
く
始
め
た
テ
ー
マ
で
、そ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た

L
S
I
設
計
を
一
か
ら
始
め
、失
敗
を
繰
返
し
な
が
ら
よ
う
や

く
動
く
デ
バ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
今
回
の
賞
に

繋
が
り
、感
無
量
で
す
。
 

　
学
生
時
代
を
通
じ
て
、光
学
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
研
究

を
や
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、デ
バ
イ
ス
だ
け
で
な
く
、シ
ス
テ
ム
ま

で
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、受
賞
し
た
研
究
は
、け
い
は
ん
な
に
拠
点
を
置
く
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
シ
グ
ナ
ル
と
共
同
で
進
め
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、今
後
、実
用
化
に
繋
げ
て
行
け
る
よ
う
に
、

今
ま
で
以
上
に
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

香
川
　

景
一
郎
　

物
質

創
成
科
学
研
究
科
助

手
が
「
映
像
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
会
研
究
奨

励
賞
」
を
受
賞 

大
槻
　

理
志
さ
ん
・
片
岡
　

恵
太
さ
ん（
物
質
）

が
「T

h
e
 3
rd
 N
A
IS
T
/K
-J
IS
T
  

J
o
in
t

　S
y
m
p
o
s
iu
m

　o
n

 
A
d
-

v
a
n
c
e
d
 
M
a
te
ria
ls

」
に
お
い
て

ア
ワ
ー
ド
受
賞 

　
物
質
創
成
科
学
研
究
科

所
属
の
大
槻
　

理
志
さ
ん
（
バ

イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
科
学

講
座
　
菊
池
教
授
）
、
片

岡
　

恵
太
さ
ん
（
凝
縮
系
物

性
学
講
座
　
大
門
教
授
）
（
共

に
博
士
後
期
課
程
1
年
）
が
、

「T
h
e 
3rd
 
N
A
IS
T
/K
-

JIS
T
 
Join
t 
S
y
m
p
osiu
m
 

on A
dvanced M

aterials

」

に
お
い
て
、
「B

est 
P
re-

sentation

　A
w
ard

」、「B
est 

P
oster

　A
w
ard

」
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
 

　
同
賞
は
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
・
口

頭
発
表
を
行
っ
た
学
生
を
対
象
に
、
本
学
学
生
に
つ
い
て

は
韓
国
の
光
州
科
学
技
術
院
（K

-JIS
T

）
教
官
、
同
院
学

生
に
つ
い
て
は
本
学
教
官
が
選
定
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
口
頭

発
表
部
門
そ
れ
ぞ
れ
1
名
（
計
4
名
）
に
対
し
て
授
与
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
、
「S

elf-assem
b
lin
g

　

of

　V
esicu

lar
　N

an
op
articles

　T
rig
g
ered

　b
y

　

G
em
ini-type peptide L

ipid

」（
大
槻
さ
ん
）、「F

orm
ation 

of

　F
e

　silicide

　on

　Si 
(111)

　surface

」
（
片
岡
さ
ん
）

で
あ
る
。
 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
各
人
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。
 

　
 

〈
大
槻
　

理
志
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
〉
 

　
こ
の
度
、
こ
の
様
な
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
「Self-assem

bling 
of 
V
esicular 

N
anoparticles T

riggered by G
em
ini-type peptide 

L
ipid

」
は
、２
分
子
を
連
結
し
た
ジ
ェ
ミ
ニ
型
の
合
成
脂
質

を
天
然
の
脂
質
に
組
込
ん
だ
小
胞
体
”ベ
シ
ク
ル
“を
外
部

刺
激
に
よ
り
会
合
・
脱
会
合
さ
せ
る
系
を
構
築
し
た
も
の

で
す
。
ベ
シ
ク
ル
は
多
く
の
研
究
が
単
独
の
特
性
を
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
本
研
究
で
は
多
細
胞
化
・
多
機
能
化
を

目
的
と
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
多
分
野
の
方
が
参
加
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
研
究
内
容
よ
り
も
む
し
ろ
理
解
の
し
易

さ
が
受
賞
の
理
由
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
本
研
究
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
菊
池
　

純
一
　

教
授
、

佐
々
木
　

善
浩
　

助
手
を
始
め
、
研
究
室
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
研

究
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

  〈
片
岡
　

恵
太
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
〉
 

　
こ
の
様
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
賞
を
受
賞
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
を
始
め
と
す
る
凝
縮
系
物
性

学
講
座
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

　
鉄
と
シ
リ
コ
ン
の
化
合
物
の
1
つ
で
あ
る
シ
リ
サ
イ
ド

半
導
体
　-F

eS
i2

は
環
境
に
優
し
く
、
現
在
の
シ
リ
コ
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
融
合
可
能
な
新
し
い
発
光
・
受
光
材
料

と
し
て
期
待
さ
れ
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
シ
リ
サ
イ
ド
の
形
成
に
関
す
る
基
礎

的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々

は
い
く
つ
か
の
表
面
観
察
の
手
法
を
用
い
て
、
　
基
板
上

に
形
成
す
る
様
々
な
鉄
シ
リ
サ
イ
ド
の
構
造
や
モ
フ
ォ
ロ

ジ
ー
を
原
子
レ
ベ
ル
で
系
統
的
に
調
べ
、
シ
リ
サ
イ
ド
形

成
に
関
す
る
全
体
像
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
受
賞
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
評
価
さ
れ
た
こ

と
を
励
み
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

▲片岡　恵太さん ▲大槻　理志さん 
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